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要旨

講義で小論文指導を行い､市毛の指導法を追試した。全員が事実に基づいた小論文の書き方ができるようになっ

た。アンケートでは学生の9割以上が分かりやすかったと回答した。型を教える市毛の小論文指導法は短期大学

においても有効である。

1はじめに

主に小中学校において小論文指導を行っていた市毛

の指導法は短期大学においても有効である。今回市毛

の小論文指導（市毛．2010）を知る機会を得、その指

導方法を追試した。

2小論文の定義

市毛は本の冒頭で以下のように示した%

l小論文とは、論理的構成と論理的文体とを備え

た学習用の四○○字以内の文章のことである。

2論理的構成とは、「事実と考察」を中心とした文

章のことである。

3論理的文体とは、「事実と考察」とを簡潔、正確

に表現する文体のことである。（文学的文体と区別す

る）

4小論文には「記録・報告・説明・論説」の四種

類がある。（新学習指導要領ではさらに数多く示され

た）

5小論文は物語（文学的文章）とは違う成立の歴

史を持つので、独自の順序正しい指導が必要である。

(科学論文は自然科学の成立とともに発達した歴史が

ある）

6新学習指導要領では全教科に「表現力」の項を

設け、国語科とともに論理的表現力の育成を期待して

いる。

今後述べる小論文とは上記の文章を指すこととす

る。

3指導の特徴

市毛は小論文の型(構成）を明確にした指導を行う。

型の指導において特徴的なのは以下の3点である。

①分量の制限

市毛が生徒に書かせる分量は400字詰原稿用紙1枚

である。小論文指導の目的を「事実をもとにした論理

的思考を身に付けさせる」ことに置いているからだ。

名文や美文、あるいは長い（分量の多い）小論文を書

かせることは指導の目的ではない。事実を積み重ね推

論するという自然科学的思考に基づいた文章、読めば

思考の筋道を辿りうる文章を書かせることに主眼を置

いている。一度に全体を傭耐しうる400字詰原稿用紙

1枚に分量を限定することは、論理的思考を身に付け

る訓練をするためには最適である。

②段落構成の明確化

書き始める前に段落構成を明確にする。原稿用紙を

配布した時点で原稿用紙の罫線と罫線の間に赤鉛筆

(赤ペン）で線を入れさせ、原稿用紙を全部で5つの

段落に分けさせる（資料1)。「はじめ｣「なか(1,2)」「ま

とめ」「むすび」である。「はじめ」は2行（40字)､｢な

か(1.2)」はそれぞれ7行(140字)、「まとめ」と「む

すび」はそれぞれ2行（40字）とし、それぞれの段

落の役割も明確に規定する（表1)1)。

各段落の文字数の割合は市毛が各種の科学論文約

100編の文字数を調査したうえで割り出したものであ

る。学生には定められた文字数の中で、定められた役

割に従って書くように指導する。定められた文字数は

｢なか」に書くべき具体例の書き方の「詳しさ」を規

表1段落の役割と文字数
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定する。

③「キーワード表｣、「小論文の書き方」プリント

の使用

各段落にはそれぞれの役割がある。各段落に書く事

柄はそれぞれ1つである（一段落一事項の原則)。

この原則を学生に意識させる手立てとして市毛は

キーワード表を用いる（資料2）’)。

「なか」に書くべき具体例として10個（挙げられな

い場合は必ずしも10個である必要はない）挙げさせ

る。その中から最も印象的なもの2つを「なか」の内

容として採用させるのである。その2つを受ける「ま

とめ」もキーワード表に一言で書かせることで文章構

成がひと目でわかる。

「小論文の書き方」には小論文の形式や論理的文章

の種類、キーワード表や小論文を書くときの注意が

載っている（資料3)i)。ここに載っている小論文を

書くときの注意が、学生が書く際の指針となり、学生

の小論文の評価基準ともなる。

4 対 象

講義の対象はライフケア学科身体機能ケア専攻柔道

整復コースI部の学生54名（男性28名、女性26名）

である。

5指導の方法

講義ではグループワークを多用した。6人一組のグ

ループを作り、1本の小論文を仕上げるたびにグルー

プ分けを変えていった。

小論文のテーマは「短大生活」「足吐の包帯法」「柔

道」など、学生全員に共通するテーマを用いた。

原稿用紙は中央に「柱」のないものを用いる。行数

が分かりにくくならないようにするためである。

書き始める前に赤鉛筆（赤ペン）で罫線と罫線の間

に線を入れさせる。1回目の指導時には各段落の上(罫

線の外）に段落の役割を書き込ませた。「はじめ」「な

かl」「なか2」「まとめ」「むすび」という具合である。

清書用原稿用紙にも線を引かせた。定期試験では初め

から線を入れた原稿用紙を配布した。ただし、段落の

役割を罫線の外に書き込ませる指導は一番初めの1回

だけとした。

原稿用紙に線を引いたら、次にキーワード表の作成

を行う。

テーマに沿ったキーワードを10個列挙する。列挙

できる数が少ない場合にはグループメンバーのキー

ワードを写しても良いこととした。また、早く書けた

学生には黒板に自分の書いたキーワードを板書させる

ことで、遅れている学生の参考になるようにした。

キーワードを10個挙げたら、そこから最も印象的

なものを2つ選ばせ､一番印象的なものを「なか2｣の、

次いで選んだものを「なかl」のキーワードとさせる。

最も印象的なものを「なか2」のキーワードとするの

は、その後の「まとめ」「むすび」とのつながりを重

視するからである。

原稿は「なか2」から書き始める。最も印象的な分

であり、「論理的文章は実験･観察･調査という「内容」

が先に存在している」1)からだ。

書けたら持ってくるように指示をする。持ってきた

学生の文章には全て○をつけ、黒板に書くように指示

する。この指示には時間調節の意味と、まだ書くこと

ができないでいる学生の参考にする目的がある。ま

た、グループメンバーの文章、あるいは板書された文

章を写しても良いと伝える。書くことができない学生

にとっては、クラスメートの文章を写すこと自体が勉

強になるからだ。原稿のチェックは全ての学生に対し

て行う。

1行や2行しか書いていなくても○をつける。初め

は分量にはこだわらない。書くこと自体に苦手意識を

持つ学生が多いと思われるので、まずは書いてあれば

よしとした。

「なか2」が書けたら「なかl」を書かせる。こちら

も書けた学生は持ってくるように指示する。チェッ

クは段落ごとに行う。学生は最終的に全ての段落に

チェックの○をもらうことになる。全ての段落に

チェックの○をもらった学生には清書用の原稿用紙を

取りに来させ、段落を分ける線を引かせてから清書を

書かせる。その際に下書きと異なる文章（一部変えた

文章）を書かせても構わない。

完成したら、キーワード表、下書き用原稿用紙、清

書した原稿の順に重ねてホチキス留めをさせ、提出さ

せる。

提出させた原稿の中から良く書けている原稿をいく

つか選び、名前は伏せて次の時間に読み上げる。クラ

スメートが書いた文章を聞く経験が次回小論文を書く

際の参考になるからである。

半期の講義の中で小論文を書く際の決まりを徹底さ

せる手立てとして「小論文の書き方」を毎時間斉読さ

せた｡決まりの1つ1つを解説することはしなかった。

市毛は1回45分の授業4回で1つの小論文を仕上

げるように授業を組んでいる。

短大では1回の講義時間は90分である。1本目の

小論文作成には90分4コマを使った。原稿用紙に線

を引く作業およびキーワード表の作成で1コマ、「な
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資料1段落分けの線を入れた原稿用紙
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資料3

4小鏡文を背くときの注意

(1)『です､ます｣を使わず､『である｣を使う｡（｢楽しかったです｡』のように幼稚な文になるから）

(2)慨用句を使わない.（文章の個性がなくなるから）

×ﾃｽﾄは塞脇だった.一○ﾃｽﾄはやさしかった．

(3)『…ないjという否定表現は内容をあいまいにする｡肯定麦現で宵く。

×賛成では凶些上｡一○反対だ。

(4)『…して､そして､それから｣を使いすぎない｡（中心がわかりにくい文章になる）

×朝起きて､そしてご飯を食べて､鞄を持って…

(5)｢､jは意味の切れ目に一･文に．ヵ所だけ､うつ。

×うんこの場所で食那にしよう｡一○うん､この場所で食事にしよう．

(6)瑞詞で文を切るのは諦の襟き方で､意味があいまいになるから､小蕊文では使わない。

×私の好きなｲ､些旦｡一O私はばらの花が好きだ。

(7)『はじめjには感想･意見は鋤､ない｡(感想･意見は｢まとめjに杏く）

×4月10日に行った山下公園はとても楽しかつち一○4月10Pに山ド公園に行った。

(8)｢なか1･なか2』を詳しく書くため次のような技術がある。

①地糸、人端、交通擬閲糸､月日、時刻､品糸､伏段､脇数などを杏く°

×ある日の午後､町で友人に会った｡一○10日、午後3時ごろ､山ド害店で僑本さんに会った。

②全踊の文は､小陰文では改行しないで銭けて弊<、

○母が｢今日は遅くなるわ｣と言った｡忍は『夕食の支度をしておくよ』と符えた。

③場面の中心を決めて､中心をくわしく背く。

×朔起きて､顔を洗って､ご飯を食べて一○朝6時に愈躯の支度を始める｡お皿4枚にバン…

④｢なか1』と｢なか2｣が時閲でつながっていると､1つの例と判定される｡区別された2つの例が必要で

ある．

⑤｢なか』では､ことがらだけを詳しく蒋き､感想･意見を樽き込まない。

×おかずの漁備は上ても面倒だ｡なぜかというと…一○おかずの噸偏は､味噌汁の実を洗うことから

始める…

⑥『たとえ･比喰･金言･糸句』の引用は､甘葉であって事実ではないから､｢なかjの役剰を果たさない。

×教室の掃除は､言わばI心の修行だ1…一○教室の掃除は､窓を開けることから始める…

(9)『まとめjを背くとき､いくつかの『なか(具体例)』の中から『まとめjの観点にぴったりな例を週び直すと、

・頁性のある践文になる。

(10)践文を神<順序として、｢なか2』一｢なかu一『まとめ｣一(『むすび』)｢はじめ｣の順に書くと害きやす

い。

(11)『題糸｣は小践文を全部誉いてから決める｡『まとめj『むすび』のキーワードから選ぶと､良い題瑞に

なる。

(12)『むすび｣(張授)は､『まとめJ(個人の感想･意見)が｢多くの人に共通することJ(一般化)を述べる。

(まとめ)殿がいなくてL細かった.(感想)一(むすび)家族の大切さがわかった｡（一般化）

『小謹文の沸き方指導』市毛勝雄､明治図群､2010より

1形式{4oor-)

2銭蝿的文暇の繍顛

(1)記録ことがらを時間通りに稗いた文章｡『なか1･なか2･なか3…』(日記･観察記録･実験記録）

(2)報告新しいことがらの発見を詳しく蒔いた文軍｡発見したことを発表すること｡自然科学の麓文はす

べてこの細密である。恨告の文章は決められた形式『はじめ･なか1･なか2…まとめ』で背かれる。（『なか』

は文章､写真､統‘汁淳)。（リポート。自然科学専門誌はリポートで形成されている｡現象･事実新発見の

擢告は､多数の追試による硫認を受けて、『事実｣として泌定される）

(3)畿娩多くの記録･報悔をもとにして､駁後に｢張媛』(むすび)を述べた文章｡経済学･教育学･社会

学等の詮文､新聞社説･月刊雑詑(文蛮樺秋･中央公銭等)の論文等。

(4)娩明新しいこと｡もの．珍しいこと･ものの性質･性能などを分かりやすく背いた文寂｡わかりやすく鯖

して説明すること(口頭発表、オリエンテーションなどと言う)．「はじめ･なか1･なか2･なか3…まとめjの

形式によって述べる．

3キーワード変

テーマ短大生祇

題糸撫義（テーマとIﾒ:別する）

購獲

短大に進学した。（はじめ）

解剖学の撫捷を受けた。（なか】）

包帯法の実需があった．（なか2）

珪しかった。（まとめ）

キーワード表(｢鋼捷jから抜き州そう）

I

食
I

『市毛勝雄.DVD付授業マニュアル小論文の書き方指導』.明治図書,2010,P.20,21より作成

小蹟文の蒋き方

隅成 役鯛 文字数

はじめ 全体のあらましを沸く。 2行(40字)以内

か I

2

1つの具体例を灘しく神く｡感想･窓兇は番かない。

『なかuとは別の具体例を1つ稗く°感想･意見は称かない。

7行(140

7行(140

尾)以内

屋)以内

まとめ

むすび

Ｊ
‐
‐
、
↓
Ｉ 『Ijtf2jとに共通する感想･意見を杏く。
け－－．－－－－．一一一一■一・一一一凸竺｡-b一｡=ユ･■阜凸凸圭■・』11＝一prユ『■I‐Lー■I■一宇ーー~一寸

|『まとめjの感想･意見が全ての人にあてはまるという
１
１

-}§張を杏く°

2行(40可 )以内

2行(40字)以内

(論説だけ）

キーワード 段落 文章構成

① はじめ

② なか1

③ なか2

④ まとめ



次いで､学生の小論文の｢なか｣を資料4～6に示す。

資料4は1本目の小論文でテーマは「短大生活｣、資

料5は2本目でテーマは「足吐の包帯法｣、資料6は

3本目でテーマは「柔道」である。

1本目から3本目の小論文において、「はじめ」「な

か」に感想・意見を書いた学生の数の変遷を図2に示

す。1本目の時点では「はじめ」「なか」に感想・意

見を書いていた学生が25名、2本目では3名、3本目

では0名であった。

か2｣「なかl」の作成で1コマ､｢はじめ」「まとめ」「む

すび」の作成および2次原稿（清書）で1コマ、読み

上げで1コマである。

2本目以降は上記の流れを90分3コマで行った。

原稿用紙に線を引く作業から「なか」の記述までが1

コマ、「はじめ」「まとめ」「むすび」の作成から2次

原稿作成までが1コマ、読み上げで1コマである。

6学生の小論文

まずは正確な文章を書けているか否かを調べた結果

を図lに示す。これは学生が書いた2本目の小論文

(テーマは「足鉦の包帯法｣）を調べた結果である。調

べる際の視点は向山（2001）2)を参考に以下の7点と

した。

①文末表現が一貫していること。

②主語と述語があること。

③漢字、ことばづかいが正確なこと。

④助詞（テ、二、ヲ、ハ）が正確に書けること。

⑤句読点が正しく打ってあること。

⑥主語と述語の対応をしっかりさせること。

⑦1つの文は長くだらだらしないで、短くするこ

と。

7学生の感想

最後の講義で授業に対するアンケートの記入と感想

文の提出を学生に求めた。

アンケートは「全然そうは思わない」を1、「非常

にそう思う」を5とする5件法にて回答を求める6項

目と自由記述3項目からなる。

5件法によるアンケート結果のうち、授業内容のわ

かりやすさを聞いた質問項目、および学生自身の講義

に取り組む姿勢を聞いた質問項目に対する回答結果を

図3，4に示す。

感想文は「あなたはこの授業で何を学びましたか」

というタイトルで400字詰原稿用紙に自由に記述させ

24

この授業の進め方は適切であった。

教員は授業内容をわかりやすく説明した16

8
28

I
4 19

3

-

1 3
－．一一■■■

識〆

ロ

図3アンケート結果図1文章の誤りの種類とそれぞれの人数

０
５
０
５
０
５
０

３
２
２
１
１

人
数

私はこの授業積極的に参加した

28

17

÷ 甲

綴〆

、

～

鋲織1本目 2本目ョ本目

図2「はじめ」「なか」に感想・意見を書いた学生の数の変遷 図4アンケート結果
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た。その中から、段落構成とその役割を明確にした今

回の指導についての感想をいくつか抜粋する。

「一番戸惑ったのは、まとめと結び以外には自分の

意見・感想が書けないということである｡」

「高校と違い、はじめから文章を書くのではなく、

"なか2”からの書きはじめだ。最初はすごくとまどっ

たけど、何回か書いていくうちにその方が書きやすく

なった。小論文の書き方①～⑫を音読していくうちに

自分の中でそれがルールになっていった｡」

「高校でも小論文の書き方を習ってきたが、あまり

よくわからなかった。しかし、この授業では書き方が

良くわかり、とてもスムーズに書くことができた｡」

「作文と違って、小論文は、はじめ．なか’・なか2．

まとめ・むすびがあって、どこに何をどうやって書け

ばいいかがわかりやすかったです｡」

「文章のなかl、なか2で、感想意見を書きこまな

いということは、苦労する人が多いと思います。です

が、これができれば長い文章も書きやすくなると思い

ました｡」

「はじめ、なか1、なか2，まとめ、むすびなど具

体的に学べたので自分のためになった｡」

今回の授業で学生がどのように感じたかを以下に紹

介する。

「この授業で学んだことによって小論文をスムーズ

に書けるようになった｡」

「lから教えてくれたのでわかりやすく、とても自

分のためになった｡」

「文章の書き方がわかるようになりました｡」

「自分でも最初の文との違いを実感している｡」

「朗読と小論文を書く行為を重ねていくたびに知識

が重なりどんどん書けるようになったのがとても実感

できた｡」

「この授業を通して字を書くことが好きになった｡」

「自分が小論文をちゃんと書けるようになると思っ

ていなかったので嬉しいです｡」

8考察

①正確な文章を書かせる指導

今回抜け落ちたのが「正確な文章を書かせる」指導

である。

今回は「小論文の書き方」に依拠して学生の小論文

を指導した。逆に「小論文の書き方」に書いてないこ

とについては有効な指導の手立てを持たなかった。

「小論文の書き方」には意味の通じる文（達意の文）

を書く際の注意点についての記述はない。市毛も「ご

く常識的な観点は省いてある」としている。

しかし、意味の通じる文を書くことは訓練なしには

難しい。学生の文にみられた誤りとその人数を示した

図lの通りである。

漢字の間違いは柔道整復の専門用語に多かった。そ

の時のテーマが「足吐の包帯法」であり、習ったばか

りの専門用語を使わざるを得なかったせいでもある。

気になったのは主語と述語の対応ができていない学

生が多かったことである。文が長くなる（2行40字

以上）と主語と述語の対応が乱れる傾向が強かった。

しかし、40字に満たない文章でも主語と述語を適切

に対応させることができていない学生がみられた。

物事を頭で考える場合や話をする場合に、我々は主

語と述語を厳密に対応させている訳ではない。しかし

文章を書く際には厳密な対応を求められる。論理的な

文章は正確な文章なくして成り立たない。そして正確

な文章を書くには訓練が必要である。

社会に出て文章を書くことを求められることは意外

と多い。業務の申し送りや業務日誌、上司への報告レ

ポート、仕事先への手紙、メールでのやり取りなどで

ある。正確な文章を書く力は社会人にとって必須であ

る。

社会人への準備として、また論理的な思考を育てる

ためにも、正確な文章を書く訓練は継続的に行ってい

く必要がある。

②小論文の型の指導

最後の講義で行ったアンケートは作成上のミスで本

来2つの質問項目からなるべきところを「この授業の

進め方は適切であった。教員は授業内容をわかりやす

く説明した｡」と1つにまとめてしまった。そのため

アンケートの評価（｢そう思う」「非常にそう思う」合

わせて47人（92.2%)）をどのように解釈するかにつ

いては難しい。しかし、自由記述のアンケートを見た

限り、学生は小論文の書き方については分かりやす

かったと感じたようである。何を（段落の役割)、ど

のくらい（段落ごとの文字数)、どのように書けばよ

いのか（小論文の書き方）が明確であったこと、つま

り型が決まっていることが学生には分かりやすさとし

て感じられたのではないか。

「小論文の書き方」にある注意点の中で、指導の際

に特に意識したのは「｢はじめ」「なか」には感想・意

見を書かない」という点である。事実を基に考察する

態度が論理的思考に繋がると考えたからだ。
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また、事実だけを書こうと意識することで、学生は

自分がどこまで分かっていて、何が分からないのかが

明確になる。対象についての自己の認識を再確認する

ことができる。教員からすれば学生の理解の度合いを

小論文を通して評価することが可能になる、というこ

とでもある。

これは小論文の型を指導するからこそ期待できる効

果である。

「はじめ」と「なか」には感想．意見を書かないと

いう指導に学生は初め戸惑ったようである。図2を見

ると、1本目の時点では「はじめ」「なか」に感想・

意見を書いていた学生が25名いる。しかし、回を重

ねるごとにそのような学生の数が減っていることがわ

かる。

「なか｣をどのように書くかといった個別指導は行っ

ていない。行ったことは「小論文の書き方」の斉読と

早く書けた学生に板書させて、それを必要に応じて訂

正すること、および良く書けている文章を読み聞かせ

ることである。それらを通じて「なか」の書き方のイ

メージが学生の中にできていったのではないか。

ほぼ毎時間行った斉読に対してはアンケートで賛否

両論があった。短大生ということを考えると毎時間行

う必要はなかったかもしれない。

また、斉読させる際の方法のバリエーションを筆者

は持たなかった。単調な感覚を覚え、苦痛を感じた学

生もいたのかもしれない。どの程度読ませるか、読ま

せる際の方法については今後の課題である。

また、段落を一つ埋めるごとに行ったチェックも分

かりやすさに繋がったと考える。一番長い段落が「な

か」で7行(140字）であるo400字詰原稿用紙を冒

頭から順番に埋めていくことに比べ、そのハードルが

低いことは明らかである。

さらに、段落内の文字数を必ずしも満たさなくても

良いとしたこと、およびグループメンバーあるいは黒

板に板書したクラスメートの文章を参考にしても写し

ても良いとしたことも、書くことに対する学生の心理

的なハードルを下げたと思われる。

以上の全体的な取り組みが､学生の｢わかりやすかっ

た」という感想に繋がったものと思われる。

9まとめ

正確な文章を書く力は社会人に必須である。小論文

の指導を通じて正確な文章を書く力を学生に身に付け

させるべきである。

小論文の指導では型を指導すべきである。型を指導

することが事実を基に考察する論理的思考を育てるこ

とに繋がる。

また、小論文を書かせることで学生の知識・理解の

度合いを評価することが可能である。

型を教える市毛の小論文指導法は短期大学において

も有効である。

参考文献

1)市毛勝雄.DVD付授業マニュアル小論文の書き

方指導．明治図書,2010

2)向山洋一．教え方のプロ・向山洋一全集22子供

の知性を引き出す作文の書かせ方．明治図書,2001
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資料4学生の小輪文「短大生活」の「なか」
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資料6学生の小論文「柔道」の「なか」
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